


　

市
民
の
皆
様
に
は
�
平
成
二
十
四

年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
�　

　

ま
た
�
日
頃
か
ら
市
議
会
活
動
に

温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
�

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
�

　

議
会
改
革
の
一
端
と
し
て
議
員
定

数
を
見
直
し
�
新
た
な
二
十
二
名
で

ス
タ
�
ト
し
た
山
武
市
議
会
も
�
も

う
す
ぐ
一
年
を
迎
え
ま
す
�

　

こ
の
一
年
は
�
地
震
や
津
波
�
台

風
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
の
多
い
年

で
あ
り
ま
し
た
�

　

特
に
�
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
�

我
が
山
武
市
に
も
未
曾
有
の
被
害
が

も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
�

 

近
い
将
来
�
高
い
確
率
で
発
生
が

予
測
さ
れ
る
東
海
地
震
や
東
方
沖
地

震
に
対
す
る
備
え
の
一
つ
と
し
て
�

市
議
会
と
し
て
も
�
九
月
定
例
会
に

お
い
て
山
武
市
か
ら
旭
市
ま
で
の
九

十
九
里
浜
沿
岸
に
�
減
災
機
能
を
兼

ね
た
道
路
整
備
を
要
望
す
る
意
見
書

を
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
防
災
担

当
大
臣
や
千
葉
県
知
事
あ
て
に
提
出

い
た
し
ま
し
た
�

　

ま
た
�
市
の
復
旧
の
た
め
に
�
全

国
各
地
か
ら
�
多
く
の
人
が
支
援
を

し
て
く
だ
さ
り
�
人
と
人
と
の

﹁
絆
﹂
に
つ
い
て
�
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
�

　

そ
の
よ
う
な
な
か
�
七
月
に
行
わ

れ
た
サ
�
カ
�
女
子
ワ
�
ル
ド
カ
�

プ
大
会
決
勝
戦
に
お
い
て
�
日
本
に

初
め
て
の
優
勝
を
も
た
ら
し
た
な
で

し
こ
ジ
�
パ
ン
�
私
た
ち
に
多
く
の

希
望
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
�

な
で
し
こ
ジ
�
パ
ン
に
負
け
じ
と
�

市
民
の
皆
様
が
希
望
を
も
�
て
�
生

活
が
で
き
る
よ
う
な
山
武
市
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
�

　

市
政
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢

は
�
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
�
山
武
市
議
会
と
い

た
し
ま
し
て
も
�
市
民
の
皆
様
の

生
活
を
守
る
た
め
に
も
�
皆
様
の

声
を
市
政
の
各
分
野
に
十
分
に
反

映
さ
せ
�
諸
問
題
の
解
決
に
最
善

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
�

　

本
年
も
�
市
政
な
ら
び
に
市
議

会
に
対
し
�
昨
年
に
も
増
し
て
温

か
い
ご
指
導
�
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
�
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
し
て
�
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
�

 

年頭あいさつ

萩 原 善 和
山武市議会　議長

椎 名 千 収
山武市長

街はひと足早く秋色の装いに

彩られていました

迎 

春
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す

　

昨
年
の
地
震
津
波
に
被
災
さ
れ

た
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
�
少
し
ず

つ
日
々
の
落
ち
着
き
を
取
り
戻
さ

れ
�
新
た
な
お
気
持
ち
で
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
�

本
年
が
希
望
に
満
ち
た
未
来
へ
の

再
出
発
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
願
�
て
い
ま
す
�

　

日
本
と
い
う
国
の
中
で
�
こ
れ

程
大
き
な
災
害
を
経
験
し
た
か
ら

に
は
�
全
て
の
国
民
が
力
を
合
わ

せ
�
長
い
年
月
を
か
け
て
祖
国
の

立
て
直
し
に
励
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
�

　

そ
れ
は
子
供
た
ち
へ
の
�
そ
し

て
日
本
の
未
来
に
対
し
て
の
私
た

ち
の
務
め
だ
と
思
い
ま
す
�

　

気
象
現
象
な
ど
の
自
然
環
境
が

激
化
し
て
い
ま
す
し
�
世
界
的
な

金
融
不
安
や
国
の
莫
大
な
借
金
�

日
本
経
済
の
競
争
力
の
低
下
な
ど

社
会
的
な
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
�

　

地
域
社
会
も
他
力
本
願
で
は
難

し
い
時
代
�
自
ら
努
力
す
る
時
代

に
入
り
ま
し
た
�

　

私
は
�
平
成
二
十
四
年
の
お
正

月
が
厳
し
い
時
代
の
幕
開
け
で
あ

る
こ
と
を
し
�
か
り
と
認
識
い
た

し
ま
す
�

　

そ
の
上
で
�
市
政
を
預
か
る
者

と
し
て
�
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
山
武
市
を
め
ざ
し
て
�
悔
い
の

残
ら
な
い
一
年
に
い
た
し
ま
す
�

　

市
民
の
皆
さ
ま
は
�
地
域
の
主

人
公
で
い
ら
�
し
�
い
ま
す
�
こ

の
苦
難
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
山

武
市
の
未
来
を
築
く
た
め
に
皆
さ

ま
の
お
力
が
必
要
で
す
�
共
に
汗

を
流
し
て
�
素
晴
ら
し
い
年
に
い

た
し
ま
し
�
う
�
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※
最
優
秀
賞
は
27
頁
に
掲
載

10 月 5 日、社会福祉作業所の皆さんが、
木戸川へフナやドジョウを放流しました

昨年のサマーカーニバル

政策（6）

施策（28）

基本事業 (108)

事務事業（約 1,200）

政策実現のための手段

施策実現のための手段

 基本事業の目的を実現する
ための最も具体的な手段

まちづくりの取組み方向
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評価単位

　

第
55
回
千
葉
県
更
生
保
護
大
会
に

お
い
て
、
平
山
節
夫
氏
が
長
年
の
功

績
を
認
め
ら
れ
法
務
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
山
氏
は
、
保
護
司
と
し
て
社
会

奉
仕
の
精
神
を
も
ち
犯
罪
の
予
防
の

た
め
に
世
論
の
啓
発
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

11
月
18
日
、
元
千
葉
県
社
会
教
育

委
員
連
絡
協
議
会
長
の
遠
藤
正
之
氏

が
、
多
年
に
わ
た
る
地
域
の
社
会
教

育
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、

社
会
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

11

月
７

日
、
睦

岡

小
学
校
区

で
地
域
の

方
々
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て

学

習
・
防

犯
・
環
境
等
の
支
援
を
行
っ
た
取
り

組
み
が
、
優
れ
た
「
地
域
に
よ
る
学

校
支
援
活
動
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

11
月
７
日
、
第
46
回
千
葉
県
社
会

教
育
振
興
大
会
で
、
貴
重
な
文
化
財

の
保
護
・
保
全
活
動
を
通
じ
て
、
社

会
教
育
の
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
と

し
て
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
武
市
主
催
、
山
武
市
観
光
協
会
・

山
武
市
商
工
会
後
援
に
よ
る
第
１
回

「
さ
ん
む
の
魅
力
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
開
催
さ
れ
、
応
募
者
数
45
人
、

　

多
年
に
わ
た
り
保
健
推
進
員
と
し

て
母
子
保
健
の
向
上
に
尽
力
を
つ
く

さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
1
0
3
作
品
の
中
か
ら
、

茂
原
市
在
住
の
高
橋
幸
一
さ
ん
が
最

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

結
果

最
優
秀
賞
（
１
名
）

　

高
橋　

幸
一
（
茂
原
市
）　

　
　

作
品
名 

「
晴
れ
の
舞
台
」

優
秀
賞
（
３
名
）

　

小
川　

美
幸
（
山
武
市
）　

　
　

作
品
名 

「
Ｐ
Ｍ 

３：

0
0
の 

休
息
」

　

石
橋　

幸
男
（
山
武
市
）　

　
　

作
品
名 

「
桜
」

　

川
嶋　

康
昭
（
山
武
市
）　

　
　

作
品
名 

「
希
望
」

入
賞
（
５
名
）

　

関　

俊
之
（
山
武
市
）　

　
　

作
品
名 

「
切
願
」

　

鈴
木　

昌
子
（
山
武
市
）　

　
　

作
品
名 

「
鴨
さ
ん
と
お
散
歩
」

　

林　

成
美
（
山
武
市
）　

　
　

作
品
名 

「
杉
と
お
い
し
い
野
菜

　
　
　
　
　
　
　

の
山
武
市
」

　

小
栗
山　

秀
男
（
九
十
九
里
町
）　

　
　

作
品
名 

「
海
岸
を
行
く
神
輿
」

　

大
髙　

和
郎
（
山
武
市
）　

　
　

作
品
名 

「
谷
津
田
の
秋
」

特
別
賞
（
１
名
）

　

宮
原　

恒
輝
（
山
武
市
）　

　
　

作
品
名 

「
夏
空
の
田
園
風
景
」
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2012.１月

ら
、最
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参加者募集～新しい発見の旅～

法
務
大
臣
表
彰

平
山 

節
夫 

氏
ᷫ
木
原
ᷬ

ひ
ら  

や
ま　

   

せ
つ   

お

文
部
科
学
大
臣
表
彰　

遠
藤  

正
之 

氏 

ᷫ
大 

木
ᷬ

え
ん  

ど
う　
　
　

ま
さ  

ゆ
き

文
部
科
学
大
臣
表
彰　

睦
岡
小
学
校
支
援
地
域
本
部

千
葉
県
社
会
教
育
功
労
者

表
彰

（
団
体
の
部
）

成
東
・
東
金
食
虫
植
物
群
落
を

守
る
会

さ
ん
む
の
魅
力

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト　

さ
ん
む
の
魅
力

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

藤
田
　

浩
子
　

氏
ᷫ
木
原
ᷬ

ふ
じ　

 

た　
　
　
　

ひ
ろ　

こ

おめでとうございます



10 月 5 日、社会福祉作業所の皆さんが、
木戸川へフナやドジョウを放流しました

昨年のサマーカーニバル

政策（6）

施策（28）

基本事業 (108)

事務事業（約 1,200）

政策実現のための手段

施策実現のための手段

 基本事業の目的を実現する
ための最も具体的な手段

まちづくりの取組み方向

政策（6）

施策（28）

基本事業 (108)

事務事業（約 1,200）

政策実現のための手段

施策実現のための手段

 基本事業の目的を実現する
ための最も具体的な手段

まちづくりの取組み方向

評価単位

　

（
松
尾
小
６
年
）

　

平
成
23
年
度
千
葉
県
児
童
生
徒
・

教
職
員
科
学
作
品
展 

科
学
論
文
の
部

（
小
学
校
）
で
、
松
尾
小
学
校
６
年
生

山
本
直
弘
さ
ん
（
写
真
）
の
作
品
「
天

災
予
知
の
天
才
ア
マ
ガ
エ
ル
」
が
千

葉
市
教
育
長
賞
を
、
２
年
生
和
田
優

楓
さ
ん
の
作
品
「
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
け

ん
き
ゅ
う
」
が
佳
作
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

お
２
人
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
２

年
連
続
で
の
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

千
葉
市
教
育
長
賞　

（
松
尾
小
２
年
）

佳　

作　

　

（
松
尾
小
４
年
）

　

平
成
23
年
度
千
葉
県
愛
鳥
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
（
千
葉
県
主
催
）
で
、
県

内
小
・
中
・
高
等
学
校
の
６
，２
５
７

作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

日
本
鳥
類
連
盟
千
葉
県
支
部
長
賞

　

（
成
東
東
中
３
年
）

　

第
61
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

千
葉
県
推
進
委
員
会
主
催
に
よ
る
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
応
募
数
１
２
，４
３
１

点
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

佳　

作

　

第
34
回
千
葉
県
中
学
校
新
人
体
育

大
会
柔
道
大
会
が
11
月
５
日
・
６
日

に
市
原
市
中
央
武
道
館
で
行
わ
れ
、

山
武
中
学
校
と
成
東
東
中
学
校
が
好

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

男
子
団
体
戦
で
は
、
山
武
中
学
校

（
出
場
選
手：

柴
田
幹
太
さ
ん
、
伊
藤

拓
海
さ
ん
、
櫻
田
將
人
さ
ん
、
磯
部

風
太
さ
ん
、
戸
村
伸
一
朗
さ
ん
）
が
、

見
事
に
優
勝
し
、
女
子
団
体
戦
で
は

成
東
東
中
学
校
（
出
場
選
手：

今
井

碧
さ
ん
、
芝
入
優
花
さ
ん
、
松
井
恋

さ
ん
、
石
橋
莉
奈
さ
ん
）
が
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

食
品
衛
生
協
会
受
賞
者

○
第
51
回
食
品
衛
生
指
導
員
全
国
大
会

【
食
品
衛
生
指
導
員
理
事
長
表
彰
】

　

川
島　

平

○
平
成
23
年
度
食
品
衛
生
功
労
者
・ 

　

食
品
衛
生
優
良
施
設
表
彰
式

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
部　

食
品
衛

生
優
良
施
設
】
ス
タ
ー
ゼ
ン
㈱　

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
事
業
部
千
葉
工
場

○
千
葉
県
食
品
衛
生
大
会

【
㈳
千
葉
県
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰
・

食
品
衛
生
功
労
者
】　
　

伊
藤　

真
樹

【
㈳
千
葉
県
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰
・

食
品
衛
生
優
良
施
設
】　

菓
心　

秋
月

　
　

山
武
保
健
所
管
内
松
尾
食
品
衛

　
　

生
協
会　
　
　

  

☎
（53）

０
２
８
９

　

（
緑
海
小
５
年
）

佳　

作　

山本　直弘さん

押尾朱也香さん
入賞作品

　

ま
た
、
個
人
戦
で
も
山
武
中
学
校

の
伊
藤
拓
海
さ
ん
が
男
子
66
㎏
級
で

優
勝
、
60
㎏
級
の
柴
田
幹
太
さ
ん
、

81
㎏
級
の
戸
村
伸
一
朗
さ
ん
が
準
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。
女
子
個
人
戦
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
で
成
東
東
中

学
校
の
松
井
恋
さ
ん
が
優
勝
、
石
橋

莉
奈
さ
ん
が
準
優
勝
、
今
井
碧
さ
ん

が
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。
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山
本
　

直
弘 

さ
ん

や
ま  

も
と　
　
　

な
お  

ひ
ろ

和
田
　

優
楓 

さ
ん

わ　

  

だ　
　
　

  

ゆ
う　

か

押
尾
　

朱
也
香 

さ
ん

お
し　

お　
　
　
　

あ     

や　

  

か

五
木
田
　

紅
葉 

さ
ん

ご　
　

き　

  

た　
　
　
　

く
れ　

は

わ　

 

だ　

ゆ
う

や
ま
も
と
な
お
ひ
ろ

千
葉
県
児
童
生
徒
・
教

職
員
科
学
作
品
展 

科

学
論
文
の
部
で
入
賞

千
葉
県
児
童
生
徒
・
教

職
員
科
学
作
品
展 

科

学
論
文
の
部
で
入
賞

千
葉
県
愛
鳥
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
賞

千
葉
県
愛
鳥
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
賞

小
川
　

美
幸 

さ
ん

お　

 

が
わ　
　
　
　

み   

ゆ
き

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

千
葉
県
中
学
校
新
人

体
育
大
会
柔
道
大
会

千
葉
県
中
学
校
新
人

体
育
大
会
柔
道
大
会

食
品
衛
生
普
及
向
上

に
貢
献

食
品
衛
生
普
及
向
上

に
貢
献

か
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第４回ぐるっと山武
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参加者募集～新しい発見の旅～

10 月 5 日、社会福祉作業所の皆さんが、
木戸川へフナやドジョウを放流しました

昨年のサマーカーニバル

政策（6）

施策（28）

基本事業 (108)

事務事業（約 1,200）

政策実現のための手段

施策実現のための手段

 基本事業の目的を実現する
ための最も具体的な手段

まちづくりの取組み方向

政策（6）

施策（28）

基本事業 (108)

事務事業（約 1,200）

政策実現のための手段

施策実現のための手段

 基本事業の目的を実現する
ための最も具体的な手段

まちづくりの取組み方向

評価単位

さ
ん
む

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
調
製
を
行

っ
て
い
ま
す
。

 

昨
年
の
12
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
配
布
さ
れ
た
「
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
の
選
挙
人
名
簿
は
「
申
請
主

義

」

で

あ

る

た

め

、

資

格

要

件

（
※
）
を
満
た
し
て
い
て
も
、
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
を
提
出
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
ま
せ
ん
。
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
の
資
格
認
定
の
た
め
に
重
要
な
も

の
で
す
の
で
、
記
載
漏
れ
、
提
出
忘

れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
登
載
資
格
要
件
（
※
）

①
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
山
武
市 

　

内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
４
年
４

　

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

②
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
を

　

営
ま
れ
て
い
る
方

③
前
記
②
の
同
居
の
親
族
、
ま
た
は

　

配
偶
者
で
年
間
概
ね
60
日
以
上
耕

　

作
に
従
事
し
て
い
る
方

　
　

農
業
委
員
会
事
務
局☎

(80)
１
２
４
１

農
業
者
年
金
へ
の

加
入

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

―
し
っ
か
り
積
み
立
て
、
が
っ
ち
り
サ

ポ
ー
ト
、安
心
で
豊
か
な
老
後
を
―

積
立
方
式
で
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い

年
金
（
年
金
資
産
は
安
全
か
つ
効
率
的
な

運
用
）

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運

用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

決
ま
る
「
積
立
式
（
確
定
拠
出
型
）」
の
年

金
で
す
。加
入
者
数
・
受
給
者
数
に
左
右

さ
れ
な
い
安
定
し
た
制
度
で
す
。

　
　農

業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は
誰
で
も

加
入
可

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
一
号
被
保

険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す

る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
定

　

毎
月
の
保
険
料
は
2
0,
0
0
0
円
を

基
本
に
、
最
高
6
7
,

0
0
0
円
ま
で

1,
0
0
0
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
は
い
つ
で
も
見
直
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

80
歳
ま
で
の
保
証
が
つ
い
た
終
身
年
金

　

年
金
は
亡
く
な
る
ま
で
受
け
取
れ
ま

大
型
特
殊
免
許
を

お
持
ち
で
す
か

　

機
械
の
大
型
化
・
高
性
能
化
に
よ

り
大
型
特
殊
免
許
が
必
要
な
農
耕
車

が
増
え
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
「
農
耕

車
の
規
格
」の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
型
特
殊
免
許
が
必
要
な
農
業
機
械

の
規
格（
道
路
交
通
法
施
行
規
則
）

　

次
の
規
格
を
１
つ
で
も
越
え
る
車

輛
を
道
路
で
運
転
す
る
と
き
は
、
大
型

特
殊
免
許
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

規
格
条
件　

小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
用
）

　

長
さ　

4
・
7
ｍ
以
下

　

幅　
　

1
・
7
ｍ
以
下

　

高
さ　

2
・
0
ｍ
以
下

最
高
速
度　

15
㎞
／
h
以
下

※
ヘ
ッ
ド
ガ
ー
ド
等
を
含
む
場
合
の

高
さ
は
2
・
8
ｍ
以
下
。

無
免
許
運
転
違
反
点
数　

19
点

運
転
免
許　

取
消

欠
格
期
間　

１
年

（
新
た
に
免
許
を

取
る
こ
と
の
で
き

な
い
期
間
）

　
　

農
商
工
・
観
光
課

☎
(80)
１
２
１
１

す
が
、
仮
に
加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳
前

に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
80
歳
ま
で
に

受
け
取
る
予
定
で
あ
っ
た
年
金
額
（
政
策

支
援
（
※
注
１
）
は
除
く
）
が
遺
族
に
死
亡

一
時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

税
制
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
あ
り

　

保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
（
最

高
年
額
8
0
4,
0
0
0
円
）
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

（
※
注
１
）
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の
国
庫
補

助
が
あ
り
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
や
青
色
申
告
者
等
の
意

欲
あ
る
担
い
手
に
対
し
、
国
の
保
険
料
助

成
（
政
策
支
援
）
が
あ
り
ま
す
。（
経
費
を

除
い
た
農
業
所
得
が
9
0
0
万
円
以
下

で
、
60
歳
ま
で
に
20
年
以
上
加
入
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
方
）

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(80)
１
２
４
１

　

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金　

☎
０
３（
３
５
０
２
）３
９
４
２

●●

犬
の

　
　

し
つ
け
方
教
室

12広報さんむ
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政策実現のための手段

施策実現のための手段

 基本事業の目的を実現する
ための最も具体的な手段

まちづくりの取組み方向
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評価単位

さ
ん
む

◆
ご
存
知
で
す
か
？　

　

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
補
助
金

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み
は
、

各
家
庭
で
堆
肥
と
し
て
の
再
利
用

を
促
す
た
め
に
毎
年
度
予
算
の
範

囲
内
で
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
電
気
式
生
ご

み
処
理
機
な
ど
を
購
入
し
た
市
民

の
方
に
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　

補
助
金
の
額
は
、
堆
肥
化
装
置
を

購
入
し
た
経
費
の
２
分
の
１
と
し
、

１
基
に
つ
き
2
0
，0
0
0
円
を
限

度
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
は

１
世
帯
あ
た
り
１
基
、
コ
ン
ポ
ス
ト

容
器
な
ど
は
、
１
世
帯
あ
た
り
２
基

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

以
前
に
補
助
金
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
場
合
は
、
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
新
し
い

生
ご
み
処
理
機
を
新
規
購
入
す
る
場

合
は
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

購
入
を
考
え
て
い
る
方
・
興
味
の

あ
る
方
は
、
環
境
保
全
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
減
量
化
に
協
力
を

機
械
器
具
費
用
の

一
部
を
補
助

市
内
一
斉
ご
み
ゼ
ロ
運
動

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

　

本
年
度
第
２
回
目
の
市
内
一
斉

ご
み
ゼ
ロ
運
動
が
11
月
20
日
に
行

わ
れ
、
約
１
０
，０
０
０
人
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
約
15
ト

ン
の
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

◆
資
源
回
収
運
動
奨
励
金

　

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
物
（
紙

類
・
カ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
繊

維
類
な
ど
）
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、
回
収
運
動
を
実
施
し
て
い
る

団
体
（
自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子
供
会
・

そ
の
他
団
体
）
に
、
奨
励
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

奨
励
金
は
１
㎏
に
つ
き
３
円
で
、

回
収
量
に
応
じ
た
額
を
交
付
し
ま
す
。

　

新
た
に
活
動
を
始
め
た
い
団
体

は
市
環
境
保
全
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
紙
類
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
・

新
聞
・
雑
誌
・
牛
乳
パ
ッ
ク
）
に

つ
い
て
は
、
市
役
所
お
よ
び
各
出

張
所
に
リ
サ
イ
ク
ル
倉
庫
や
収
集

場
所
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
も
資
源
回
収
に
積
極
的

に
参
加
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
『
ご

み
の
減
量
化
・
資
源
化
』
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
倉
庫
等
の
利
用
方

法
や
資
源
回
収
運
動
の
詳
し
い
内

容
は
、
環
境
保
全
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。　

　

市
で
は
、
市
民
活
動
団
体
（
市
内

で
森
林
の
保
全
活
動
を
積
極
的
に
主

体
的
に
行
う
、
営
利
を
目
的
と
し
な

い
団
体
）
が
自
然
環
境
の
保
全
お
よ

び
増
進
を
図
る
た
め
に
、
機
械
器
具

を
購
入
し
た
経
費
の
一
部
を
市
の
定

め
る
条
件
の
も
と
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
額
は
、
機
械
器
具
を
購

入
し
た
経
費
の
２
分
の
１
と
し
、
１

団
体
に
つ
き
２
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　
　

環
境
保
全
課
生
活
環
境
係

☎
(80)
１
１
６
１

　
　
　
　

横
芝
光
町
環
境
防
災
課　

☎
０
４
７
９
(84)
１
２
１
６

●●

自
然
環
境
の
保
全
お
よ
び
増
進
を
図
る

犬
の
し
つ
け
方

教
室

講
習
会
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

日　

時　

２
月
16
日
　

午
後
１
時
半

　

～
４
時
ま
で
（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

場　

所　

横
芝
光
町
立
図
書
館

　

横
芝
光
町
宮
川
１
１
９
１
７

　

☎
０
４
７
９

（84）
３
３
１
１

内　

容　

犬
の
訓
練
士
お
よ
び
デ
モ
ン

　

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
犬
に
よ
る
実
演
講

　

習
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

※

犬
を
連
れ
て
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

犬
の

　
　

し
つ
け
方
教
室

　
　

環
境
保
全
課
生
活
環
境
係　

☎
(80)
１
１
６
１

13 広報さんむ
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昨年のサマーカーニバル

政策（6）

施策（28）

基本事業 (108)

事務事業（約 1,200）

政策実現のための手段

施策実現のための手段

 基本事業の目的を実現する
ための最も具体的な手段

まちづくりの取組み方向

評価単位

さ
ん
む

　

新
町
囃
子
等
保
存
会
で
は
、
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
平
成
23
年

度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
て
、
老
朽
化
し
て
い
た
小
太
鼓
等
の

道
具
や
浴
衣
・
半
纏
等
を
そ
ろ
え
ま

し
た
。

　

備
品
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
伝
統
行
事
の
保

存
と
地
域
の
方
々
と
の
更
な
る
交
流

が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
地
域
を
元
気
に
！

■
市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２
開
催
情
報

日　

時　

２
月
12
日


　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　

所　

松
尾
ふ
れ
あ
い
館

　

参
加
団
体
、
実
行
委
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
は
お
早
め
に
。

開
催
事
務
局　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
地
球
座

■
地
域
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

防
災
情
報
発
信
と
訓
練

日　

時　

1
月
21
日
　

午
後
2
時
～

場　

所　

蓮
沼
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ 

内　

容　

静
岡
県
掛
川
市
と
地
域
Ｓ
Ｎ

　

Ｓ
ｅ－

じ
ゃ
ん
掛
川
、
姫
路
市
危
機
管 

　

理
室
と
地
域
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ひ
ょ
こ
む
の
災

　

害
対
応
・
防
災
訓
練
の
取
組
に
つ
い
て

申
込
み　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
事

　

前
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
山
武
キ
コ
リ
育
成
講
座

日　

時　

１
月
28
日

・
29
日
　

　

２
日
間　

午
前
８
時
半
～
午
後
６
時

場　

所　

28
日　

あ
ら
ら
ぎ
館

　
　
　
　

29
日　


花
島
産
業
内

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス　

コ
ー
ナ
ー
⑨

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

ポ
イ
ン
ト
は
？

～
成
功
事
例
か
ら
～

１
．
地
域
に
密
着
し
て
い
る
こ
と

　

地
域
住
民
が
愛
着
を
持
っ
て
参
画

　

し
、
仲
間
や
理
解
者
な
ど
協
力
体

　

制
を
構
築
す
る
。

２
．
地
域
の
問
題
へ
の
気
づ
き

　

地
域
住
民
自
ら
が
気
づ
き
、
地
域

　

を
良
く
す
る
志
を
持
っ
て
取
り
組

対　

象

①
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
２
日
間
参
加

　

が
可
能
な
方

②
森
林
整
備
に
興
味
が
あ
り
、
チ
ェ
ー
ン

　

ソ
ー
作
業
従
事
者
資
格
を
取
り
た
い
方

③
市
内
の
森
林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

に
３
日
以
上
従
事
す
る
こ
と
が
可

　

能
な
方

④
災
害
時
に
立
木
伐
採
な
ど
復
旧
作
業

　

に
従
事
す
る
意
欲
の
あ
る
方

募
集
人
数　

10
人
（
①
～
④
の
条
件
を

　

全
て
満
た
す
方
。  

先
着
順
）

※
締
切
は
１
月
19
日


費　

用　

１
５
0
0
円（
昼
食
代
含
）

開
催
事
務
局　

地
域
再
生
協
議
会

●●●

　

む
。
事
業
創
設
者
に
は
地
元
出
身

　

者
が
多
い
。

３
．
高
齢
者
の
活
躍

　

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
場
が
で
き

　

る
と
地
域
全
体
が
元
気
を
取
り
戻
す
。

４
．
身
近
な
地
域
資
源
の
活
用

　

地
域
の
資
源
を
再
確
認
し
、
活
用

　

し
て
い
く
。
モ
ノ
だ
け
で
な
く
人

　

も
資
源
の
一
つ
。

５
．
他
分
野
に
渡
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ

　

イ
ル

　

い
ろ
い
ろ
な
分
野
を
掛
け
合
わ
せ

　

る
こ
と
で
効
果
が
期
待
で
き
る
。

６
．
地
域
の
居
場
所
づ
く
り

　

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
店
舗
や
自
宅

　

な
ど
の
既
存
の
「
地
域
資
源
」
を

　

活
用
す
る
。

７
．
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

　

女
性
な
ら
で
は
の
経
験
を
活
か
し
、

　

細
や
か
な
対
応
が
可
能
。

８
．
地
域
雇
用
の
創
出

　

起
業
し
、
地
域
の
雇
用
を
作
り
だ

　

す
こ
と
で
地
域
の
自
立
に
つ
な
が
る
。

９
．
地
域
貢
献
活
動

　

経
営
視
点
を
含
め
た
企
業
に
よ
る

　

地
域
貢
献
活
動
が
増
加
。

【
参
考
「
新
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ   

ネ
ス
」学
芸
出
版
社　

細
内
信
孝
著
】

　
　

宝
く
じ
助
成
事
業

で
地
域
コ
ミ
Ḗ
ニ
テ
Ḑ

の
活
性
化
！

●●●●●●

『山武市まちづくり報告書』を公開

政策（6）

施策（28）

基本事業 (108)

事務事業

政策実現のための手段

施策実現のための手段

 基本事業の目的を実現する
ための最も具体的な手段

まちづくりの取組み方向

・・

市
民
自
治
支
援
課　

☎
(80)
0
1
5
1

申

問
・
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山
武
市
復
旧
・
復
興
計
画
骨
子
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集



昨年のサマーカーニバル

●総合計画における『まちづくり報告書』の位置づけ

政策（6）

施策（28）

基本事業 (108)

事務事業（約 1,200）

政策実現のための手段

施策実現のための手段

 基本事業の目的を実現する
ための最も具体的な手段

まちづくりの取組み方向

評価単位

さ
ん
む

●●●
　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
た
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
的
な
姿
勢
や
取
り
組
み
を
示

す
基
本
方
針
と
し
て
、
「
山
武
市
復

旧
・
復
興
計
画
骨
子
」
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
参
加
に
よ
る
公
正
で

開
か
れ
た
市
政
の
推
進
の
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
行
政
手
続
法
に
基

づ
く
意
見
公
募
手
続
き
）
に
よ
り
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
期
限

　

１
月
23
日（
月
）

閲
覧
場
所

　

企
画
政
策
課
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

対　
　

象

　

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　

②
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を

　
　

有
す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の
他
の

　
　

団
体

　

③
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に

　
　

勤
務
す
る
方

　

④
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
係
る
事

　
　

案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方

●●●●●●

『山武市まちづくり報告書』を公開『山武市まちづくり報告書』を公開 企画政策課　☎（80）1132

　平成 20 年３月に策定しました『山武市総合計画』に基づき、まちづくりのめざす姿を 28 の施策と

108 の基本事業に体系化し、『山武市まちづくり報告書』として公開します。

　この『まちづくり報告書』は、計画の３要素である「何を」「いつまでに」「どこまで」進めていくのか、

また、進んでいるのか明確に示すために設定した 252 の「成果指標値」の推移から、まちづくりの達成

状況を市民の皆さまにお知らせするものです。

　『まちづくり報告書』は、市ホームページに掲載しているほか、市役所２階企画政策課、各出張所、各

図書館でも閲覧できますのでご覧ください。

政策（6）政策（6）政策（6）

施策（28）施策（28）施策（28）

基本事業 (108)基本事業 (108)基本事業 (108)

事務事業事務事業事務事業

政策実現のための手段政策実現のための手段政策実現のための手段

施策実現のための手段施策実現のための手段施策実現のための手段

 基本事業の目的を実現する
ための最も具体的な手段

 基本事業の目的を実現する
ための最も具体的な手段

 基本事業の目的を実現する
ための最も具体的な手段

貢
献

貢
献

貢
献

まちづくりの取組み方向まちづくりの取組み方向まちづくりの取組み方向

まちづくり報告書 　[ 施策・基本事業評価 ]
施策･基本事業の目標達成状況を成果指標で把握し、その
原因を分析・評価し今後の方向性を検討します。

 [ 事務事業評価 ]
事務事業の活動内容や成果状況を把握し、事業成果や施策･
基本事業への貢献度から事業の改善案を検討します。

 
目的

手段

目的手段

目的手段

提
出
さ
れ
た
ご
意
見
に
つ
い
て

・
ご
意
見
は
骨
子
策
定
の
参
考
と
さ
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
個
別
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。）

・
個
人
情
報
を
除
き
、
原
則
公
開
し
ま

　

す
。

申
込
み

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
閲
覧
場
所
に

備
え
付
け
の
応
募
用
紙
（
任
意
の
応
募

用
紙
も
可
）
を
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
電
話
や
口
頭
で
の
受
付
は
対
応
し
か

ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〒
２
８
９－

１
３
９
２

　

山
武
市
殿
台
２
９
６

　

総
務
部
企
画
政
策
課
政
策
推
進
係

　


(82)
２
１
０
７

　
　

企
画
政
策
課　
　

☎
(80)
１
１
３
２
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市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
た
将
来
の
ま
ち
づ
く

の
基
本
的
な
姿
勢
や
取

組
み
を
示

政策課 ☎（80）1132

山
武
市
復
旧
・
復
興
計
画
骨
子
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

山
武
市
復
旧
・
復
興
計
画
骨
子
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集皆

さ
ま
の

ご
意
見
お
待
ち

し
て
い
ま
す



問

問

第４回ぐるっと山武
５０ｋｍウォーク
参加者募集～新しい発見の旅～

関東管区広域緊急援助隊総合訓練 第２回　防災教育講演会
　警察では、地元自治体等の協力のもと、大規

模地震等を想定した広域緊急援助隊の総合訓

練を行います。

　訓練の見学もできますので、この機会に是

非お越しください。

日　　時　１月 31 日（火）

　　　　　午前９時 15 分～正午

場　　所　蓮沼海浜公園第１駐車場ほか

訓練内容　情報収集訓練・救出救助訓練・津

　　　　　波対策訓練・緊急交通路確保訓練、

　　　　　通信確保訓練など

参加機関　関東管区広域緊急救助隊、防災関

　　　　　係機関

主　　催　関東管区警察局・千葉県警察本部

※市民の皆様へのお願い

　訓練では、パトカーなど緊急自動車のサイ

レン吹鳴、ヘリコプターの飛来、各種救出救助

資機材の操作音など、ご迷惑をおかけします

が、ご理解とご協力をお願いします。

　　千葉県警察本部警備部警備課災害対策室

　　　☎043（201）0110

　　山武警察署　☎（82）0110

　睦岡小学校では

講師に大木聖子先

生を迎え、「これか

らの地震防災教育」

を演目として講演

会を催します。

　地域の方をはじ

め、防災に興味があ

る方は、是非ご参加

ください。

日　時　１月 18 日（水）

　　　　午後３時～４時半

場　所　睦岡小学校体育館

講　師　東京大学地震研究所助教授

　　　　大木　聖子 氏

　　睦岡小学校　

　　☎（89）1004

おおき　　さと こ

●山武市代表チームが大活躍
　第６回山武地区青少

年のつどい大会（ドッ

チボール）が大網白里

アリーナで開催され、

山武市から６チームが

参加し表彰台を独占。

写真は優勝した北っ子

パラダイス・神（山武北

小）（１１月６日）

　第６回産業まつりが、山武市役所駐車場

で開催され、地元の特産品や米粉を使った

アイデア料理などが店頭に並びました。

　また、キューバから柔道ナショナルチー

ムや次席大使が来場。ミュージシャン「ス

エナクバーノ」による復興絆コンサートや

さんむの魅力フォトコンテストの表彰式も

行われました。（12月４日）

　農業経営の発展と

産地の活性化を目的と

した山武農林業フォー

ラムが、成東文化会館

で開かれました。現地

の視察や講演、事例発

表が行われ、未来の山

武の農林業について考

えました。（12月２日）

●消費者と生産者が交流●山武の農林業を考える

10 月 5 日、社会福祉作業所の皆さんが、
木戸川へフナやドジョウを放流しました

昨年のサマーカーニバル

政策（6）

施策（28）

基本事業 (108)

事務事業（約 1,200）

政策実現のための手段

施策実現のための手段

 基本事業の目的を実現する
ための最も具体的な手段

まちづくりの取組み方向

政策（6）

施策（28）

基本事業 (108)

事務事業（約 1,200）

政策実現のための手段

施策実現のための手段

 基本事業の目的を実現する
ための最も具体的な手段

まちづくりの取組み方向

評価単位

さ
ん
む

●●

犬
の

　
　

し
つ
け
方
教
室
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フ
ェ
ビ
ア
ン
・
レ
ザ
・
パ
ネ　

ピ
ア
ノ

リ
サ
イ
タ
ル

　

86
～
87
年
に
か
け
て
の
8
枚
の
ア
ル
バ

ム
＆
ソ
ロ
ピ
ア
ノ
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
集
の
リ
リ
ー
ス
を
機
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
・

編
曲
家
と
し
て
注
目
を
集
め
る
。
現
在
は

大
貫
妙
子
、
小
野
リ
サ
、
川
井
郁
子
の
サ

ポ
ー
ト
活
動
を
続
け
る
一
方
、
自
己
の
レ
ー

ベ
ル
「
ア
ン
フ
ィ
ビ
ア
ン
」
よ
り
ソ
ロ
ピ
ア

ノ
の
ア
ル
バ
ム
を
リ
リ
ー
ス
し
て
い
る
。

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤

　

※
直
接
本
人
が
公
民
館
で
申
し
込
み

（
10
・
11
・
16
日
の
休
館
日
を
除
く
）

◆
そ
ば
打
ち
教
室

節
分
に
打
ち
た
て
の
蕎
麦
は
い
か
が
。

日　

時　

２
月
３
日


　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
半

場　

所　

蓮
沼
中
央
会
館

材
料
費　

１
，０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

　

※
５
人
前
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

定　

員　

20
人（
先
着
順
）

募
集
期
間　

１
月
５
日

～
17
日
　

　
　
　

成
東
中
央
公
民
館
☎
(82)
３
６
４
１

　
　

蓮
沼
中
央
会
館   

☎
(86)
２
２
０
１

◆
一
閑
張
（
い
っ
か
ん
ば
り
）
講
座

　

古
く
な
っ
た
竹
か
ご

な
ど
に
和
紙
を
張
り
、

そ
の
上
か
ら
柿
渋
を
ぬ

っ
た
も
の
が
一
閑
張
り

で
す
。
今
で
は
癒
し
系

和
風
イ
ン
テ
リ
ア
と
し

て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

日　

時　

２
月
29
日


　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
半

場　

所　

成
東
中
央
公
民
館

材
料
費　

１
，０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　

１
月
５
日

～
20
日


文
化
会
館
催
物

公
民
館
催
物

申
・
問　

申
・
問　

申
・
問　

◆
市
民
テ
ニ
ス
大
会

（
第
４
回
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
カ
ッ
プ
）

日　

時　

２
月
19
日
　

予
備
日
26
日

　

受
付　

午
前
８
時
半
～

種
目
・
定
員　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子

　

ダ
ブ
ル
ス　

各
18
組（
先
着
順)

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
主

　

に
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
参
加
条

　

件
と
し
て
市
民
大
会
等
に
て
１
位
抜
け

　

レ
ベ
ル
以
外
の
方
を
対
象
と
す
る
。

場　

所　

成
東
総
合
運
動
公
園

参
加
費　

１
ペ
ア　

1,
0
0
0
円
（
当
日

　

徴
収)

申
込
期
限　

２
月
12
日


申
込
方
法　

成
東
総
合
運
動
公
園
管
理
事 

　

務
所
に
設
置
し
た
申
込
書
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

　

(

F
A
X
可　


(80)
1
4
0
0)

申
込
開
始　

１
月
15
日

よ
り

　
　

市
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部　

武
田

　
　

☎
0
9
0
（
1
4
6
1
）
3
5
6
4

◆
ス
ポ
・
レ
ク
山
武
２
０
１
１
開
催

　

11
月
20
日
、
九
十
九
里
中
学
校
体
育
館

で
ス
ポ
・
レ
ク
山
武
２
０
１
１
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
で

き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
２
種
目
（
ユ
ニ
カ
ー
ル
・

デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
）
に
郡
内
か
ら
世
代
を

超
え
て
多
く
の
参
加
者
が
集
い
、
楽
し
い

１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

結

果

報

告

参

加

者

募

集

　

入
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
市
内

参
加
者
の
み
）

ユ
ニ
カ
ー
ル（
一
般
の
部
）

　

２
位　

増
井
康
光
・
小
椋
夏
輝
・
石
山

　
　
　
　

大
梧

デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
）　

　

１
位　

秋
本
昇
三
・
渡
邉
喜
代
子
・
川

　
　
　
　

島
由
規
乃
・
越
川
敦
代

　
　
　
　
　
　

 　
（
シ
ニ
ア
の
部
）

　

１
位　

木
津
川
洋
一
・
斉
藤
学
・
河
野

　
　
　
　

大
治
・
五
木
田
美
之

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
用
具
は

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
(80)
１
４
６
１

◆
市
民
卓
球
大
会

　

平
成
23
年
度
市
民
卓
球
大
会
が
、
11
月

20
日
に
さ
ん
ぶ
の
森
中
央
体
育
館
で
43
人

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

男
女
別
一
般
の
部
と
初
心
者
の
部
に
分
か

れ
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し

た
。結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
の
部（
男
子
）　

　

優
勝　

佐
藤
至
宏
／
２
位　

吉
井
幸
男

　

／
３
位　

藤
川
光
広

一
般
の
部（
女
子
）　

　

優
勝　

伊
藤　

愛
／
２
位　

宮
本
昭
子

　

／
３
位　

鵜
沢
幸
枝

初
心
者
の
部　
　
　
　

　

優
勝　

林　

奨
人
／
２
位　

木
内
国
司

　

／
３
位　

井
之
輪
喜
代
子
・
土
屋
悦
子

日　

時　

１
月
20
日


　

開
演 

午
後
７
時 

／ 

開
場 

午
後
６
時
半

入
場
料
（
全
席
自
由
）
1,
0
0
0
円

場　

所　

成
東
文
化
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

　

ホ
ー
ル　

●
さ
ん
ぶ
の
森
文
化
ホ
ー
ル
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
演
奏
体
験
（
無
料
）
参
加
者
募
集
中

　

1
日
１
回
1
時
間
以
内

　

山
武
市
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

　

（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

　
　
　
　

さ
ん
ぶ
の
森
文
化
ホ
ー
ル

☎
（80）

9
7
0
0

ス ポ ー ツ 情 報
チーバくん

17 広報さんむ
2012.１月

新
そ
ば
粉
で
ᷝ
打
ち
た
て
の

蕎
麦
は
い
か
が
で
す
か
ᷞ

美
味
し
い
蕎
麦
が
打
て
ま
す
ᷞ

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
トv

o
l.1
2
2

成
東
文
化
会
館　
　
　

☎
(82)
５
２
２
２

成
東
中
央
公
民
館
☎
(82)
３
６
４
１



NO.48

　

今
か
ら
約
千
三
百
年
前
、
当
時
の
人
々

が
竪
穴
式
住
居
（
縄
文
時
代
か
ら
平
安
時

代
に
多
か
っ
た
家
）
で
暮
ら
し
て
い
た

頃
、
真
行
寺
の
台
地
（
現
在
の
大
富
小
学

校
か
ら
北
に
見
え
る
台
地
）
に
、
瓦
葺
き

の
屋
根
を
持
つ
立
派
な
お
寺
が
出
現
し
ま

し
た
。

　

お
寺
の
名
前
は
「
武
射
寺
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

お
寺
の
本
堂
に
は
金
色
に
輝
く
仏
像
が

安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

お
寺
の
更
に
先
に
は
、
武
射
郡
衙
（
当

時
の
役
所
）
の
建
物
と
、
倉
庫
群
が
整
然

と
並
ん
で
い
ま
し
た
。

幻
の
᷷
武
射
寺
᷸

ま
ぼ
ろ
�

む
　
　

 

�
　

  

で
ら

　

そ
の
様
子
を
、
初
め
て
周
辺
に
暮
ら
す

村
人
が
目
に
し
た
時
の
衝
撃
と
言
っ
た

ら
、
現
在
に
例
え
て
言
う
と
、
「
昔
な
が

ら
の
風
情
を
残
す
下
町
の
一
角
に
、
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
突
然
出
現
し
た
」
の
と

同
じ
く
ら
い
の
近
未
来
体
験
、
ま
た
は
噂

に
し
か
聞
い
た
こ
と
の
な
い
「
都
」
を
想

像
さ
せ
る
の
に
十
分
な
景
色
だ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

で
は
な
ぜ
真
行
寺
の
台
地
に
そ
の
よ
う

な
建
物
群
が
建
て
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

　

そ
の
答
え
は
、
真
行
寺
が
こ
の
地
域

（
当
時
の
武
射
郡
、
現
在
の
山
武
地
域
の

大
部
分
に
当
た
る
）
の
中
心
地
だ
っ
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
証
拠
と
し
て
、
真
行
寺
と
同
じ
台

地
の
北
側
一
帯
に
は
、
二
百
基
近
く
の
古

墳
が
造
ら
れ
、
さ
な
が
ら
「
古
墳
ベ
ル
ト

地
帯
」
が
広
が
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。　

　

そ
の
中
の
一
基
、
胡
摩
手
台
一
六
号
墳

は
全
長
が
百
ｍ
を
越
す
巨
大
な
古
墳
で
周

り
に
二
重
に
堀
を
巡
ら
す
な
ど
、
規
模
や

形
態
が
周
辺
の
古
墳
と
比
較
し
て
抜
き
ん

で
て
お
り
、
武
射
一
帯
を
支
配
し
た
「
武

社
国
造
の
墓
」
と
の
関
連
性
を
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

真
行
寺
の
台
地
に
「
武
射
寺
」
が
建
立

さ
れ
た
の
は
、
胡
摩
手
台
一
六
号
墳
が
築

 (

写
真
は
千
葉
県
の
歴
史 

資
料
編 

考
古
３
よ
り) 　

 　

造
さ
れ
た
時
代
よ
り
後
の
、
奈
良
時
代
の

こ
と
で
す
。

　

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
地
域
の
支
配
者

が
古
墳
時
代
か
ら
こ
の
台
地
に
、
権
威
の

「
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
る
古
墳
を
造
り
、
そ

の
後
継
者
が
、
ま
た
同
じ
台
地
上
に
武
射

郡
衙
と
武
射
寺
を
造
営
し
た
事
実
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。

　

奈
良
時
代
に
、
山
武
地
域
の
行
政
・
仏

教
文
化
の
発
信
地
と
し
て
栄
え
た
真
行
寺

の
台
地
は
、
現
在
は
畑
や
山
林
が
広
が
る

の
ど
か
な
農
村
風
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

来
年
度
資
料
館
で
は
、
「
武
射
寺
」
を

は
じ
め
「
真
行
寺
の
台
地
」
に
遺
さ
れ
た

山
武
市
を
代
表
す
る
遺
跡
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
紹
介
す
る
企
画
展
を
計
画
中
で

す
。

　

詳
細
は
決
定
次
第
、
広
報
紙
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
　

歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
(82)
２
８
４
２

　

１
月
29
日

に
山
武
市
郷
土
芸
能
振
興

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
出
演
団
体
は
連
絡

協
議
会
か
ら
８
団
体
で
、
新
町
囃
子
等
保

存
会
・
白
幡
八
幡
神
社
伝
承
文
化
保
存

会
・
二
区
祭
礼
会
・
つ
く
も
民
謡
保
存

会
・
大
富
ば
や
し
・
や
ま
び
こ
太
鼓
・
折

戸
神
楽
保
存
会
・
諸
木
内
獅
子
連
有
志
会

が
出
演
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
出
演
と
し
て
、
山
武
市

芸
術
文
化
協
会
か
ら
民
謡
部
会
と
舞
踊
部

会
が
出
演
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日　

時　

１
月
29
日


　
　
　
　

 

開
演　

午
前
９
時
半

場　

所　

成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

ホ
ー
ル

主　

催　

山
武
市
郷
土
芸
能
保
存
団
体 

　
　
　
　

 

連
絡
協
議
会　
　
　

 

※

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
、
演
歌
歌
手　

小
笠
原
愛
美
さ
ん
が
出
演
し
ま
す
。　
　

　
　

　
　

生
涯
学
習
課　
　
　

☎
(80)
１
４
５
１

▲調査中の武射寺の建物跡
（建物の基礎に瓦を敷いています）

▲武射寺の中心的建物があった場所
（写真中央の横に広がる背の低い植木畑） 代

の
配
者

威
の

、
そ

武
射

山
武
市
郷
土
芸
能

　

 

振
興
大
会
を
開
催

た
て
あ
な
し
き

し
ん
ぎ
ょ
う
じ

む　

さ  

ぐ
ん  

が

む　

さ  

ぐ
ん

ご　

ま　

て　

だ
い

さ 

こ
く
ぞ
う

む

か
わ
ら
ぶ

た
と

き
ん 

み  

ら
い 

た
い
け
ん
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新
そ
ば
粉
で
ᷝ
打
ち
た
て
の

蕎
麦
は
い
か
が
で
す
か
ᷞ

美
味
し
い
蕎
麦
が
打
て
ま
す
ᷞ



◆
松
尾
図
書
館

◆
さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館

◆
成
東
図
書
館

■『トマト缶レシピ　－完熟のおいしさ、

　　　　　　　いつでも手軽に－』
　平澤　美佐子　著　　＜文化出版局＞

　完熟で収穫するからおいしさも栄養もた

っぷりのトマト缶。水洗い、湯むきの手間

を省き、スープやソース、煮込みや炒め物

など幅広い料理に向きます。さらに１缶丸

ごと使い切り、余ったらその手で即席ソー

スを作ってもう一品、明日のランチやお弁

当にも！みんなが喜ぶ料理が作れて、主婦

力アップ！！

■『人生オークション』
　原田　ひ香　著　　＜講談社＞

　就職が決まらずアルバイト

をする私。気分転換にと、一

人暮らしを始めた叔母の様子

を見に行くことに。そこで目

にしたトラック一台分はある、

大量のダンボール。処分に困

った２人はそんな「お荷物な

過去」をせっせとオークショ

ンにかけてゆくが…。

【おはなし会】

7 日・14 日・21 日・28 日

各土曜日　午前 11 時～

【わくわく工作教室】

８日（日）

午後２時～４時の間

【松尾図書館】0479（80）8066

【さんぶの森図書館】（80）9101

【成東図書館】（80）2299

イベントインフォメーション

【おはなし会】

7 日・14 日・21 日・28 日

各土曜日　午後２時～

【ビデオ上映会】

午後２時45分～（約15分）

7日（土）「みにくいあひるの子」

【０，１歳児と楽しむあかちゃんのえほんあ

そび】

日　時　１月17日（火）・24日（火）

※２回連続講座です。

（Aコース）午前10時～（30分から40分）

「よちよち歩き」の赤ちゃん対象

（Bコース）午前11時～（30分から40分）

「ねんね」から「はいはい」の赤ちゃん対象

場　所　山武保健センター和室２

※事前の申し込みが必要です。

【こだまおはなし会】

7 日・21 日

各土曜日　午後 2 時半～

【のぎくげきじょう】

15 日（日）午前 10 時～

【絵本をたのしむ会】

15 日（日）午前 11 時～

＜

講
座
開
催
の
お
知
ら
せ＞

紙
芝
居
の
選
び
方
や
演
じ
方
を
学
び
ま
す
。

テ
ー
マ　

す
て
き
な
紙
芝
居
の
世
界

　
　
　
　

～
そ
の
秘
密
と
演
じ
方
～

日　

時　

２
月
25
日

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

１
階　

視
聴
覚
室

講　

師　

松
井
エ
イ
コ
氏

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

　
　

松
尾
図
書
館
（
電
話
可
）

　
　
　

１
月
21
日

か
ら
受
付
開
始

＜

新
春
か
る
た
と
り
大
会＞

日　

時　

１
月
６
日
　

午
後
２
時
～

　
　
　
　

（
約
１
時
間
）

場　

所　

さ
ん
ぶ
の
森
文
化
ホ
ー
ル

対　

象　

５
歳
～
小
学
生
ま
で

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

１
日

～
４
日

・
10
日

・
11
日

・

16
日

・
19
日

・
23
日

・
30
日


１

【新着案内】

申

＜

わ
ら
べ
う
た
の
会＞

参
加
希
望
者
が
多
い
た
め
、
２
コ
ー
ス
に

分
け
ま
し
た
。

【
あ
ん
よ
コ
ー
ス
】

　

１
月
12
日
　

午
前
10
時
半
～
11
時

　

（
１
歳
～
３
歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
）

【
ね
ん
ね
コ
ー
ス
】

　

１
月
26
日
　

午
前
10
時
半
～
11
時

（
０
歳
～
１
歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
）

　

※

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
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粉
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ち
た
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蕎
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美
味
し
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蕎
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打
て
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エリックワイナイナさんから声をかけられる参加者

太巻き寿司出前授業

幼児と楽しむクラシック区民の絆を深める

大平小

緑海小

身体全体で話をする渡部陽一さん

ふるさとの味を体験

第５回コロロコーラスミニコンサート
心がなごみます

第６回さんむロードレース大会
蓮沼の風を感じて

九十九里浜
エコウォーキングフェスタ

自然と環境を考える

人権講演会
命の大切さを知る

成東小

患者さんも一緒に歌います

ごみを拾う参加者

　まち興しと市民の健康づくりと誰でも参加できる

競技をと、１１月２７日に蓮沼海浜公園で第６回さん

むロードレース大会が開催されました。

　ゲストランナーとして、日本をこよなく愛するオリン

ピック男子マラソン２大会連続メダリストのエリックワ

イナイナさん（ケニア）を迎え、参加した２，１９４人の

ランナーは、ゴールを目指し力走しました。

　市内の小学校３校で、太巻き寿司出前授業が行われました。

 １１月１日は、成東小学校３・４年生総合的な学習の時間で

「成っ子フェスティバル」の太巻き寿司交流の授業、２日は「小

学校家庭科教育研究大会山武大会公開研究会」で大平小学校

６年１組の調理実習の授業、５日は緑海小学校「みどりみふれ

あいまつり」で、それぞれ「アグリさんむ」の会員が先生として

授業を行いました。

 アグリさんむの皆さんは、「太巻き寿司の体験で、故郷を思う

気持ちが強くなったのではないでしょうか」と話していました。

　１１月２４日、５回目となるコロロコーラスによるミニコン

サートが、さんむ医療センターで行われました。病院の患者

さんの回復を願い、ボランティアで歌声を届けているコーラ

スグループで、故郷やこの街で、里の秋などが披露されまし

た。「私も患者だった頃、この歌声に癒されました。少しでも

患者さんの心を癒すことができればいいですね」とコーラス

を指導している藤岡さんは話します。

　１１月２０日、砂浜を歩き、清掃を行いながら九十

九里浜の自然に接し自然環境の保全を考える、九十

九里浜エコウォーキングフェスタが開催されました。

　これは、九十九里地域観光振興協議会の主催で

行われ、白子、片貝、蓮沼の３コースに分かれた

参加者６２３人は、可燃ごみ２，３００ｋｇ、不燃ごみ

３８０ｋｇを回収しました。

　地域人権啓発活動活性化事業の委託を受け命の大切さ

を考え、やさしさと思いやりの心を深めようと人権講演会が、

１１月２７日に成東文化会館のぎくプラザで開催されました。

　講師は、戦場カメラマンでジャーナリストの渡部陽一さん。

「戦場の現場から祈りを捧ぐ」〜命の大切さお互いを愛し、

敬いあうこと〜と題し講演を行いました。渡部さんは、紛争

地域での子どもたちの現状や自分が体験した恐怖などを話

してくれました。

　幼稚園、こども園、保育所のこどもたち

は、プロの迫力ある歌や演奏を楽しみま

した。（１１月１７日）

　松尾町広根区は、防災訓練での炊き出

し体験、その後秋祭を行い、区民の絆・つ

ながりを深めました。（１０月２３日）

　さんむの魅力フォトコンテストの表彰

式が行われました。（１２月４日）

さ
ん
む
の
魅
力

　
　

フ
�
ト
コ
ン
テ
ス
ト 最優秀賞

高橋　幸一さん

「晴れの舞台」



エリックワイナイナさんから声をかけられる参加者

太巻き寿司出前授業

幼児と楽しむクラシック区民の絆を深める

大平小

緑海小

身体全体で話をする渡部陽一さん

ふるさとの味を体験

第５回コロロコーラスミニコンサート
心がなごみます

第６回さんむロードレース大会
蓮沼の風を感じて

九十九里浜
エコウォーキングフェスタ

自然と環境を考える

人権講演会
命の大切さを知る

成東小

患者さんも一緒に歌います

ごみを拾う参加者

　まち興しと市民の健康づくりと誰でも参加できる

競技をと、１１月２７日に蓮沼海浜公園で第６回さん

むロードレース大会が開催されました。

　ゲストランナーとして、日本をこよなく愛するオリン

ピック男子マラソン２大会連続メダリストのエリックワ

イナイナさん（ケニア）を迎え、参加した２，１９４人の

ランナーは、ゴールを目指し力走しました。

　市内の小学校３校で、太巻き寿司出前授業が行われました。

 １１月１日は、成東小学校３・４年生総合的な学習の時間で

「成っ子フェスティバル」の太巻き寿司交流の授業、２日は「小

学校家庭科教育研究大会山武大会公開研究会」で大平小学校

６年１組の調理実習の授業、５日は緑海小学校「みどりみふれ

あいまつり」で、それぞれ「アグリさんむ」の会員が先生として

授業を行いました。

 アグリさんむの皆さんは、「太巻き寿司の体験で、故郷を思う

気持ちが強くなったのではないでしょうか」と話していました。

　１１月２４日、５回目となるコロロコーラスによるミニコン

サートが、さんむ医療センターで行われました。病院の患者

さんの回復を願い、ボランティアで歌声を届けているコーラ

スグループで、故郷やこの街で、里の秋などが披露されまし

た。「私も患者だった頃、この歌声に癒されました。少しでも

患者さんの心を癒すことができればいいですね」とコーラス

を指導している藤岡さんは話します。

　１１月２０日、砂浜を歩き、清掃を行いながら九十

九里浜の自然に接し自然環境の保全を考える、九十

九里浜エコウォーキングフェスタが開催されました。

　これは、九十九里地域観光振興協議会の主催で

行われ、白子、片貝、蓮沼の３コースに分かれた

参加者６２３人は、可燃ごみ２，３００ｋｇ、不燃ごみ

３８０ｋｇを回収しました。

　地域人権啓発活動活性化事業の委託を受け命の大切さ

を考え、やさしさと思いやりの心を深めようと人権講演会が、

１１月２７日に成東文化会館のぎくプラザで開催されました。

　講師は、戦場カメラマンでジャーナリストの渡部陽一さん。

「戦場の現場から祈りを捧ぐ」〜命の大切さお互いを愛し、

敬いあうこと〜と題し講演を行いました。渡部さんは、紛争

地域での子どもたちの現状や自分が体験した恐怖などを話

してくれました。

　幼稚園、こども園、保育所のこどもたち

は、プロの迫力ある歌や演奏を楽しみま

した。（１１月１７日）

　松尾町広根区は、防災訓練での炊き出

し体験、その後秋祭を行い、区民の絆・つ

ながりを深めました。（１０月２３日）

　さんむの魅力フォトコンテストの表彰

式が行われました。（１２月４日）

さ
ん
む
の
魅
力

　
　

フ
�
ト
コ
ン
テ
ス
ト 最優秀賞

高橋　幸一さん

「晴れの舞台」






